
せきやゆうこ

住所：文京区大塚 1-4-1　中央大学 茗荷谷キャンパス 2階
申込・問合：大塚地域活動センター　オープンスペース企画事務局
　　　　　　（運営：図書館流通センターサポート事業推進室　Myogadani Lab.）
　　　　　　E-mail：otsukaop@gmai l .com

大塚地域活動センター開館時間

月～金　：9:00 ～ 20:00
土日・祝：9:00 ～ 17:00
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大塚地域活動センター（2階）
文京区大塚1-4-1（※会場までの案内は裏面参照）

▶

読 み 継 が れ る 絵 本 誕 生 の 背 景 を 聞 く
「絵でストーリーを語るのが絵本。そして絵本の読者は子ども」という
創業社長・佐藤英和氏の絵本観から生まれた「こぐまちゃんえほん」
「11ぴきのねこ」シリーズ等を中心に、半世紀以上子どもたちに愛され
つづけているロングセラー絵本誕生の背景について、お話しいただきま
す。また、リトグラフを応用した特色印刷の魅力がこのロングセラーを
支えていることについても、ふれていただきます。

参加費：無料 参加費：無料 

中央大学

関谷裕子さん
1956年、東京生まれ。子ども時
代は「岩波子どもの本」の『こねこ
のぴっち』『ちいさいおうち』『ひと
まねこざる』等を読んでもらって
育った。そんな絵本の楽しさを子
どもたちに伝える仕事を志し、早
稲田大学法学部卒業後、1979年
に絵本の出版社・こぐま社に入
社。西巻茅子氏、馬場のぼる氏、ま
しませつこ氏らの絵本を担当し
た。2021年の定年退職まで、こぐ
ま社の編集長を務める。2月8日

１４時～１６時　定員40人（申込順）
2月8日
１４時～１６時　定員40人（申込順）

参加申し込み➡

【こぐま社 連携企画】

場所：大塚地域活動センターオープンスペース
協力：こぐま社 （文京区関口）

日

世代を超えて読み継がれる
絵本をめざして

お話：関谷裕子（元こぐま社編集長）

「こぐまちゃんえほん」「11ぴきのねこ」
                                     シリーズを中心に



大きくひらく、つながる場。

Oos のアクセス

文京区立大塚地域活動センター
〒112-0012 文京区大塚1丁目4番1号 
電話 03-3947-2624


